
ひばりが丘児童館（ひばりが丘3丁目）

イ
レ
設
置
を
提
案
す
る
。

仮
設
ト
イ
レ
で
対
応
。

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
581
名
、

こ
の
問
題
の
解
決
策
は

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
、

待
機
者
解
消
は
、
高
齢
者
福
祉

の
重
要
な
問
題
の
一
つ
だ
。
こ

の
問
題
で
何
回
も
質
問
し
た
が
、

待
機
者
は
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て

い
る
。
問
題
解
決
の
た
め
特
養

ホ
ー
ム
の
増
設
が
必
要
だ
。

見
直
し
の
中
で
検
討
。

①
介
護
保
険
制
度
の
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
基
本
月

額
が
12
・
3
％
ア
ッ
プ
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
率
は
15
年
3
月

の
17
・
5
％
か
ら
32
年
に
は

24
・
1
％
と
な
る
こ
と
、
介
護

保
険
費
用
推
計
で
は
15
年
の
75

億
か
ら
19
年
に
は
95
億
円
と
、

26
％
ア
ッ
プ
が
推
計
さ
れ
て
い

る
。
将
来
の
負
担
割
合
を
ど
う

考
え
る
か
。
保
健
と
予
防
の
観

点
か
ら
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
に
つ
い
て
は
数
値
目
標
を
掲

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
安
定
化
基
金
の
市

の
負
担
割
合
引
き
下
げ
を
要
望

中
。
公
費
、
保
険
料
負
担
割
合

に
つ
い
て
は
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
分
科
会
の
検
討
動
向

を
注
視
。
実
施
計
画
策
定
時
に

数
値
目
標
化
を
検
討
す
る
。

市
の
広
報
紙
や
各
種
計

画
書
、
条
例
・
規
則
を
つ
く
る

上
で
の
作
成
基
準
は
あ
る
の
か
。

基
本
的
な
事
項
に
つ
い

て
は
公
文
規
程
に
よ
る
。
さ
ら

に
「
文
書
事
務
の
手
引
き
」「
広

報
西
東
京
編
集
方
針
」
を
定
め

て
い
る
。
先
進
的
な
条
例
・
規

則
等
の
作
成
に
お
い
て
は
、
一

定
の
約
束
事
が
あ
る
が
、
わ
か

り
や
す
い
表
現
に
努
め
る
。

り
さ
い
く
る
市
の
現
状

と
ご
み
減
量
・
啓
蒙
・
広
報
活

動
に
つ
い
て
。

4
〜
12
月
の
第
1
日
曜

日
に
開
催
。
募
集
70
店
舗
に
150

の
申
し
込
み
が
あ
る
。
来
訪
者

は
500
〜
700
人
。
リ
サ
イ
ク
ル
社

会
の
進
展
に
役
立
て
た
い
。

深
刻
な
不
況
で
、
市
民

の
生
活
と
営
業
は
大
変
だ
。
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
1
人

当
た
り
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
額
は
、
一
昨
年
2
万
8
千
円

だ
っ
た
。
他
市
の
状
況
と
比
較

の
上
繰
入
額
を
ふ
や
し
、
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
実
施
せ
よ
。

繰
入
金
に
依
存
し
て
い

る
が
、
独
立
会
計
と
い
う
姿
勢

で
や
っ
て
い
き
た
い
。

昨
年
の
繰
入

額
は
、
本
市
が
2
万
5
千
円
、

羽
村
市
が
2
万
9
千
円
、
稲
城

市
が
3
万
1
千
円
、
立
川
市
が

3
万
4
千
円
、
三
鷹
市
が
3
万

5
千
円
、
福
生
市
が
3
万
9
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

住
吉
福
祉
会
館
の
建
て
か
え
を

福
祉
会
館
と
市
営
住
宅

の
建
て
か
え
は
、
ど
う
い
う
計

画
で
進
め
て
い
く
の
か
。

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅

の
確
保
や
土
地
の
高
度
利
用
等

環
境
の
向
上
を
図
る
。

建
て
か
え
は
、
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
受
け
入

れ
を
基
軸
に
検
討
し
て
い
る
。

つ
く
し
学
級
の
よ
う
な

障
害
学
級
の
増
設
を

学
級
増
と
特
別
支
援
教

育
で
の
市
教
育
委
員
会
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

学
級
増
は
、
一
部
に

は
固
定
学
級
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
の
受
け
と
め
方
が
あ
る

が
、
特
別
支
援
教
育
と
固
定
学

級
を
並
行
し
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
の
で
、
検
討
委
員
会
で
協

議
し
て
い
る
。

市
等
で
は
、
建
築
基
準
法
や
都

市
計
画
法
を
研
究
し
、
8
階
地

域
、
11
階
地
域
な
ど
絶
対
高
さ

制
限
地
域
を
設
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
西
東
京
市
で
も
、
条
例

制
定
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
切
実
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
。

日
照
が
1
日
数
時
間
に
！
　
　
　

工
場
跡
地
に
高
さ
29
m

の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ

れ
た
。
近
隣
住
民
は
日
照
が
1

日
数
時
間
と
い
う
大
き
な
影

響
、
被
害
を
受
け
て
い
る
。
住

民
の
生
命
・
健
康
・
生
活
を
守

る
上
で
深
刻
な
問
題
だ
。
三
鷹

早
急
な
溢
水
対
策
、
新
築
家
屋

へ
の
浸
透
ま
す
設
置
補
助
を

市
内
に
は
、
保
谷
庁
舎

周
辺
や
東
伏
見
・
泉
小
学
校
周

辺
な
ど
、
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
溢

水
地
域
が
あ
る
。
15
年
度
に
調

査
の
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
進

行
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。
ま
た
、
新
築
家
屋
に

も
、
浸
透
ま
す
設
置
の
補
助
金

を
出
す
こ
と
を
求
め
る
。

現
在
、
溢
水

す
る
39
カ
所
の
現
状
把
握
と
解

消
策
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い

る
。
自
区
内
処
理
を
基
本
に
整

備
方
針
を
立
て
て
い
く
。

現
時
点
で
は

な
か
な
か
難
し
い
。

下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た

防
災
ト
イ
レ
の
設
置
を

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
8
年
が
経
過
し
、
そ
の
後
も

各
地
で
地
震
が
発
生
し
て
い

る
。
備
え
の
一
つ
と
し
て
ト
イ

レ
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
相
模

原
市
で
実
施
し
、
千
代
田
区
で

も
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
マ

ン
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
防
災
ト

保
育
の
現
状
に
つ
い
て

待
機
児
童
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

個
々
の
ケ
ー
ス
は
具
体

的
に
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

保
育
料
が
家
計
を
圧
迫

す
れ
ば
安
心
し
て
子
育
て
で
き

な
い
。
保
護
者
負
担
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
合
併
時
の
約

束
を
覚
え
て
い
る
か
。

受
益
者
負
担
の
考
え
方

で
検
討
す
る
と
記
憶
し
て
い
る
。

合
併
時
出
さ
れ
た
冊
子

に
は「
保
護
者
負
担
が
軽
減
と
な

る
よ
う
調
整
す
る
」と
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
約
束
は
3
年
で
お

し
ま
い
か
。
考
え
直
す
べ
き
だ
。

少
子
化
対
策
に
は
子
育
て
世
代

へ
の
経
済
的
援
助
、
保
育
の
充

実
が
重
要
で
は
な
い
か
。

浸
透
ま
す
は
116
個
設
置
さ
れ

て
い
る
。
新
築
家
屋
へ
の
設
置

補
助
に
つ
い
て
は
、
要
綱
の
内

容
等
を
考
え
て
い
く
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の
拡
充

は
保
護
者
の
切
実
な
願
い

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化

制
度
は
自
治
体
に
よ
っ
て
中
身

が
違
う
。
東
京
23
区
の
う
ち
21

区
が
、
三
多
摩
26
市
の
う
ち
4

市
が
小
学
校
入
学
前
ま
で
所
得

制
限
な
く
利
用
で
き
る
。
市

は
、
10
月
よ
り
3
歳
未
満
児
の

所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
が
、
さ

ら
に
小
学
校
入
学
ま
で
の
所
得

制
限
撤
廃
と
小
学
校
低
学
年
ま

で
対
象
を
広
げ
る
こ
と
を
求
め

る
。
全
国
の
自
治
体
で
は
、
高

校
生
ま
で
無
料
の
例
も
あ
る
。

東
京
都
に
は
拡
充
を
、

国
に
は
制
度
の
確
立
を
要
望
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
他
の

施
策
等
も
考
え
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

支
援
費
制
度
に
つ
い
て

支
援
費
制
度
は
、
こ
の

ま
ま
で
は
国
庫
補
助
金
が
東
京

で
約
9
億
6
千
万
円
も
不
足
す

る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
に

す
べ
き
だ
。
市
の
考
え
は
。

支
給
実
態
に
応
じ
た
国

庫
補
助
を
行
う
こ
と
を
国
に
要

望
し
て
い
る
。

シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

市
の
責
任
、
業
者
の
責

任
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

経
費
や
、
瑕
疵
の
あ
る

部
分
の
施
工
に
つ
い
て
、
施
工

業
者
の
三
井
住
友
建
設
、
監
理

業
務
の
相
和
技
術
研
究
所
と
折

衝
中
。

化
学
物
質
の
測
定
は
多

数
の
条
件
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

平成１６年２月５日　発行 第14号（2）

一般質問（1）

介
護
保
険
制
度
・
文
書
作
成

ご
み
減
量
に
つ
い
て

猪
野
　
滋
（
市
ク
）

均
衡
あ
る
街
づ
く
り
に
高
層
建
物

の
絶
対
高
さ
制
限
を
導
入
せ
よ

高
梨
　
功
（
共
産
）

国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ葉

原
　
時
美
（
共
産
）

保
育
の
充
実
で
子
育
て
支
援
を

支
援
費
は
サ
ー
ビ
ス
低
下
許
す
な

大
川
　
真
理
（
共
産
）

大
雨
が
降
っ
て
も
、
子
ど
も
が

病
気
に
な
っ
て
も
安
心
で
き
る
市
に

保
谷
　
清
子
（
共
産
）

保
谷
駅
南
口
再
開
発
事
業
等に

つ
い
て
問
う

相
馬
　
和
弘
（
市
ク
）

保
谷
駅
南
口
再
開
発
に

つ
い
て「
保
留
床
処
分
の
見
通

し
が
立
た
な
い
た
め
、
市
が
取

得
し
公
共
公
益
施
設
を
配
置
す

る
」案
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
説
明
か
ら
の
大
き
な
方
針

転
換
で
あ
る
。
市
長
は「
再
開

発
ビ
ル
へ
の
市
税
の
投
入
は
納

得
で
き
な
い
」と
の
見
解
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
間
の
答

弁
と
の
整
合
性
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
発
言
の
責
任
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

事
業
努
力
を
続
け
て
き

た
が
検
討
の
結
果
、
判
断
し

た
。
旧
田
無
都
市
開
発
㈱
に
保

留
床
を
取
得
さ
せ
た
こ
と
を
と

や
か
く
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

市
民
嘱
託
員
は
5
年
で

雇
用
打
ち
切
り
の
制
度
で
あ

る
。
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
な
ど

経
験
が
必
要
な
職
種
の
た
め
保

護
者
か
ら
雇
用
ど
め
の
撤
廃
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

熱
意
の
あ
る
方
に
は
再

度
選
考
を
受
け
て
い
た
だ
く
。

北
原
児
童
館
の
建
て
か

え
に
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
。

計
画
の
中
で
老
朽
化
の

激
し
い
と
こ
ろ
か
ら
建
て
か
え

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

田
無
3
・
4
・
9
号
線

が
開
通
予
定
だ
が
、
南
北
を
結

ぶ
道
路
は
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
。
信
号
機
の
設
置
な
ど
交
通

安
全
対
策
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
と
協
議

し
な
が
ら
、
信
号
の
設
置
を
警

察
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

けやき小学校多目的ホール

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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質
問

答
弁

答
弁

都市計画道路田無3・4・9号線（ひばりヶ丘駅南口）

市
長

市
長

市
長

質
問

教
育
長

市
長

市
民
生
活
部
長

企
画
部
長

質
問

教
育
長

都
市
整
備
部
長

市
長

市
長

答
弁

質
問

答
弁

意
見

質
問

答
弁

答
弁

意
見

都
市
整
備
部
長

市
長




